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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

 「学び続ける教師」という言葉が注目されて久し

い。教員の多忙が社会で問題視される中、日常的な

学びの場としての校内授業研究は、ますますその重

要性を増していると言える。 

鹿毛（2017）は、日本の校内授業研究において、

「業務化・形骸化・非日常化」が起きていると指摘

した。業務化・形骸化は、多忙から生じているもの

と推測されるが、非日常化については、多忙化を助

長する働きがあるものとして認識される。校内研究

に対するネガティブなイメージとして、授業の公

開・準備の非日常性に対する否定的な認識や、自由

な探究が制限されている実態、成果の不確実さに対

する不満があることが前田・浅田（2020）の研究に

よって示唆されている。また、神山（1995）は、「研

修の日常性によって多忙を理由として研修を避け

るという意識が抑制され、他方で研修場面の非日常

性によって、研修場面での規範的・理想的な教師像

を志向することが正当化されるという関係を見出

すことができる」と述べている。教員は、多忙の中

で質の高い学びを実現する必要性と向き合い、日常

性と非日常性の間で揺れながら、校内授業研究を行

っている。 

多忙が深刻化する現在の学校現場において校内

授業研究のシステムを設計する際には、教員の感情

は無視できないものである。そこで本研究では、教

員の校内授業研究の在り方についての捉えを、日常

性・非日常性という観点から明らかにするとともに、

校内授業研究での学びを日常の授業に生かすため

の示唆を得ることを目的とする。 

 

２ 研究の方法 

本研究では、日常性を強く意識した校内研究を組

織的に行っている小学校（Ａ及びＢ小学校）と一般

的な校内研究を行っている小学校、両方を経験した

教員10名に半構造化インタビューを行い、それぞれ

の校内研究の在り方に対する受け止めについて聞

き取った。録音データを基に逐語録を作成し、M-GTA

（木下、2003）の手法を参考に分析を行った。 

 

 

日常性を重視した校内研究を行っている学校とし

て選定したＡ小学校は校内研究テーマに対して全員

が個人の研究テーマを設定する個人課題型、Ｂ小学

校は教員個々が探究したいテーマを持ち寄りグルー

プ編成するプロジェクト型の校内研究を行っている。 

 

３ 研究の結果 

 分析を行った結果、34個の概念、９つのカテゴリ

ーが生成された。これらの概念の全体的な関連につ

いて、結果図（図１）にまとめ、結果図におけるカ

テゴリー間の関係性をストーリーラインにまとめ

た。ここでは、日常性・非日常性の間で起きている

教師の葛藤に着目し、その概要を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 分析結果 

(1) 学びたいことの自覚 

非日常性の強い校内研究では、研究テーマが一

方的に決められることや自分の興味・関心と合わ

ないことへの違和感が語られた。しかし、日常性

を重視する校内研究において、個々が「学びたい

こと」を問われた際、戸惑いや混乱が生じていた。 

その後、１年目は難しさを感じながら、手探り

で取り組む教員も多いが、２年目以降には自分な

りの課題や目標を見付けており、それらが教員と

しての学びの自覚やキャリアを考えることにも

つながっていた。 

(2) 日常への転移 

   校内研究で扱った内容に関して、日常への転移
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が起きる場合と起きない場合が存在した。教員の

認識として、校内研究における成果、とりわけ研

究発表など公に示すものに関しては、社会的な説

明責任を果たすものという意味や重要性を理解

しているが、同時に、実態に合わない成果を作り

上げているというような違和感ももっていた。そ

こでは、教師は見取った際の自分の感覚や同僚と

の率直な意見交換から、自分の実践を判断しよう

としていた。また、校内研究において、スキルの

修得のみならず、教授することで概念的理解が促

され、研究授業での学びが日常への転移につなが

っていた。 

(3) 研究を支える同僚性 

日常性を重視する校内研究では、個の学びの顕

在化が起きやすい。日々の業務に追われ、学びに

向かえない状況に陥っている教員が存在するこ

とついての懸念が多くの教員から語られた。それ

らの個の状態も含めて、多様性を尊重する姿勢と

して受容し、納得することで、校内研究組織を安

定的に成り立たせようとする価値観が生じてい

た。また、専科教員や特別支援教育担当教員の立

場からのものの見方を示すなど、専門性を生かし

た貢献意欲の高まりが見られた。これらは、校内

研究の領域を超えた日常的同僚性の高まりへと

つながっていた。 

 

４  研究の考察 

   校内授業研究の非日常的な側面については、先行

研究で指摘されているとおり問題意識をもつ教員

が多かったが、日常性を重視する校内授業研究に取

り組んだ教員からは、校内研究における非日常性に

も良さがあることが示唆された。 

   また、日常性を重視する校内研究の中にも研究授

業や協議会などの非日常性は存在し、非日常性の強

い校内研究の中にも日常性は存在する。日常性・非

日常性を二つの対立する軸として捉えるのではな

く、本研究を通して得られた両者に共通する軸を基

にして、校内授業研究での学びを日常の授業に生か

すための手だてについて考察する。 

(1) 研究テーマを納得するプロセスの重視 

   研究テーマと自分の学びたいことが一致しない

ため、研究にコミットできないという考え方があ

る一方で、自分で決めることになると困惑すると

いう実態が明らかになった。これは、研究テーマ

が一方的に与えられるという状況に対する心理

的負担感が影響しているものと考えられる。しか

し、実際は多くの教員が自身の学びたいことを強

く認識しているわけではない。そのことを踏まえ

ると、研究テーマの設定の仕方を重視するのでは

なく、研究テーマを納得するプロセスを重視する

ことが現実的であると考えられる。 

(2) 教員個人の学びたいことの自覚 

学びたいことを問われる環境に身を置き続け

ることで、数年後には、自分はその年に何を学び、

何を学べなかったのか考えたり、教員としてどの

ように力量形成していきたいのかビジョンをも

ったりするようになっていた。自分の学びたいこ

とは何かということを考え続けたり、同僚との交

流を通して自己を見つめ直したりする機会が日

常的に授業改善を行う「学び続ける教師」へとつ

ながる可能性がある。 

(3) 学びを実感できる状況を生み出す 

   教師は、校内研究の表向きの成果と自分の納得

する実感を伴った成果を分けて捉えていること

が分かった。学びを実感できる状況を生み出す手

段としては、①研究授業を失敗可能なチャレンジ

の場とすること、②対話による省察の２点が考え

られる。これらの実現には、管理職や研究主任の

働き掛けや場作り、講師の関わりが不可欠である。

失敗可能なチャレンジを肯定する働き掛けや適

切な頻度での対話による省察の場作りにより、研

究授業での学びが日常に転移しやすくなる。 

(4) 学校の状況をセルフモニタリングする 

   校内授業研究を進めるに当たっては、組織の在

り方についても教師の納得感が鍵となる。 

異動によりメンバーが変わる年度当初には、管

理職を含めた教員一人一人がどのように校内研

究を行っていきたいか、どのようなモチベーショ

ンをもっているのかなどを共有する場を作るこ

とで、互いの価値観を理解し合い、心理的な負担

が少ない状態での組織作りが可能となると考え

る。その中で日常性・非日常性のバランスを意識

しながら、研究授業の回数や研究協議会の実施方

法、学習指導案の位置付けなどを考えて計画する

と、個々の校内研究への参画意識が高まると考え

られる。 

 

５  今後の展望 

本研究により、教師が校内授業研究における日常

性・非日常性をどのように捉えているかの全体像を

つかむことができた。そして、校内授業研究での学

びを日常の授業に生かすための手だてについて提

案を行うことができた。 

校内授業研究の在り方は、学校により様々であり、

望ましい取り組み方もその学校に合わせて考えて

いく必要がある。それぞれの学校に所属する教員が

納得しながら、校内研究に充てられた時間を有効に

活用し、日常に生かせる学びの場として機能するよ

う本研究の成果を校内研究の推進者に伝えていく。 


